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日欧の昔話の認知度（２）
―専攻別の検討―
向　田　久美子
　
The Extent to Which Japanese College Students Know Japanese and Western 
Folktales （2）:
A Comparison by Their Majors
Kumiko MUKAIDA
　本研究では、日欧の昔話の認知度について、保育専攻の学生と教養専攻の学生を対象に調査を行い、専
攻別に比較検討した。その結果、日本の昔話では上位 20 位中 19 作品（「桃太郎」ほか）、ヨーロッパの昔
話では上位 20 位中 18 作品（「白雪姫」ほか）が共通しており、専攻に関わらず、認知度の高い作品にはあ
る程度の共通性があることが示された。子ども時代の読書体験と、現在の昔話の認知度との関連を調べた
ところ、保育専攻の学生より教養専攻の学生のほうが強くなっていた。このことから、保育専攻の学生の
場合、大学での学びや実習など、その後の体験によって認知度が変化する可能性が示唆されたと言える。
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問題
　筆者らはこれまで、人々の認識や行動を方向づける
スクリプトが文化的に異なる特徴をもつことを明らかにし
てきた（Mukaida, Azuma, Crane & Crystal, 2010; 
Mukaida, Crystal & Azuma, 2011）。スクリプトとは、
日常生活や人生上の出来事を考える際に用いられる認
知的枠組みのことであり、より幅広く捉えれば、人はどの
ような存在で、どのように生きるものかという「生き方の
シナリオ」（東，2006）を提供するものと言える。
　文化的スクリプトの獲得・形成においては、個人が
日常的に経験する出来事や、既存の文化的テキストへ
の接触が大きな役割を果たしていると思われる。例え
ば、アメリカと台湾のベストセラー絵本を比較した Tsai, 
Louie, Chen & Uchida（2007）は、前者ではポジティ
ブな情緒が興奮した状態として、後者では穏やかな
状態として描かれる傾向にあり、それぞれの受け手の
好みや知覚に影響を与えていくことを示している。この
ほか、教科書（塘・真島・野本 , 1998）や映画（高
橋，1999；2000）の内容にも文化差があり、日本では主
人公の受け身で抑制的な姿が、英米では主人公の意
志的で能動的な姿が好んで描かれることを示している。
このように各文化圏における優勢なテキストは異なってお
り、それらへ繰り返し接触することで、「このような場面
ではこのように感じる／表現する／振る舞うのが普通だ」
といったスクリプトの獲得・形成につながっていくものと思
われる。
　筆者は、文化的テキストの一つとして昔話に着目
し、内容分析に基づく幾つかの文化比較を試みている
（Mukaida, 2010, 2011; 向田 2012b）。分析にあたっ
ては、各文化圏の代表的な昔話を抽出する必要がある
ため、向田（2012a）では、学生を対象とした日欧の昔
話の認知度調査を行った。その結果、日本の昔話でよ
く知られている作品は、「桃太郎」、「浦島太郎」、「さ
るかに合戦」、「花さかじいさん」、「つる女房」等であ
り、ヨー ロッパの昔話（グリム童話）では「白雪姫」、「赤
ずきん」、「おおかみと七ひきの子やぎ」、「シンデレラ」、
　「ヘンゼルとグレーテル」等であることがわかった。
しかしながら、向田（2012a）では、調査対象が保育
専攻の学生に限定されており、その結果に一般性があ
るかどうかは不明である。保育専攻の学生の場合、そ
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れ以外の学生に比べると、授業や実習を通して昔話に
触れる機会が多く、昔話の認知度が高くなっている可能
性があるからである。そこで本研究では、専攻の異な
る大学生を対象に再度調査を実施し、向田（2012a）
の結果との異同について調べることにした。
方法
１）調査協力者・・・東京女子大学で教養を専攻す
る女 子 学 生 100 名（ 平 均 年 齢M =19.89, SD 
=1.29）と駒沢女子短期大学で保育を専攻する女
子学生 224 名（平均年齢M =19.30, SD =1.04）。
２）調査時期と調査方法・・・2012 年 1 月に授業時間
を利用して質問紙調査を実施した。
３）評価対象作品・・・日本の昔話については、こぐ
ま社の『日本の昔話①～③』（1995）とTBS ブリ
タニカの『日本名作絵本』シリー ズ（1993）に掲
載されている81 話を取り上げた（表 1 参照）。グ
リム童話については、こぐま社の『グリム童話①～
⑥』とTBS ブリタニカの『世界名作絵本』シリー
ズ（1993）に掲載されている63 話を取り上げた（表
2 参照）。
４）質問内容・・・上記の 144 作品に対し「聞いたこ
とがない（知っているかどうか判断できない）」、「聞
いたことがある（タイトルは知っているが内容はわか
らない、もしくは忘れた）」、「よく知っている（だい
たいの内容がわかる）」のいずれかに○をつけても
らった。その他、「子ども時代に昔話を読んでもらっ
たことがある」「子ども時代に自分で昔話を読んだ
ことがある」の 2 項目について、「全くない」、「ほ
とんどない」、「少しある」、「ときどきある」、「よくあ
る」の 5 段階で評定してもらった。
結果
１）日本の昔話
　日本の昔話 81 作品についての結果を表 1 に示す（値
が 3 に近いほどよく認知されていることを示す）。教養を
専攻する学生の上位 10 位は「61．桃太郎」、「30．浦
島太郎」、「22．つる女房」、「35．さるかに合戦」、「25．
花さかじいさん」、「24．かさじぞう」、「58．一寸法師」、「53．
かちかち山」、「17．こぶとりじいさん」、「10．舌切りすずめ」
となっていた。11 位から20 位は「44．雪女」、「41．う
ば捨て山」、「73．わらしべ長者」、「29．文福茶釜」、「66．
干支のはじまり」、「27．三枚のお札」、「8．さる地蔵」、「60．
和尚さんと小僧」、「6．うりひめ」、「48．はなたれ小僧」
となっていた。保育を専攻する学生の上位 10 位は「61．
桃太郎」、「30．浦島太郎」、「35．さるかに合戦」、「25．
花さかじいさん」、「22．つる女房」、「24．かさじぞう」、「53．
かちかち山」、「17．こぶとりじいさん」、「58．一寸法師」、
「10．舌切りすずめ」となっていた。11 位から20 位は「44．
雪女」、「41．うば捨て山」、「73．わらしべ長者」、「29．
文福茶釜」、「27．三枚のお札」、「66．干支のはじまり」、「8．
さる地蔵」、「48．はなたれ小僧」、「60．和尚さんと小僧」、
「67．若返りの水」となっていた。
　これらの認知度に専攻による差があるかどうか
を確認するため、t 検定を行ったところ、82 作品の
うち 5 作品において有意差が見られた。「11．たかにさ
らわれた子」（p<.01）、「20．大工と鬼六」、「67．若
返りの水」（ps<.05）については、保育専攻の学生の
認知度が教養専攻の学生を上回っていた。一方、「15．
じいさんとカニ」（p<.05）、「44．雪女」（p<.01）につ
いては、教養専攻の学生の認知度が保育専攻の学生
を上回っていた。しかし、全体平均で見ると、専攻によ
る認知度に有意な差は認められなかった。
２）グリム童話
　グリム童話 63 話についての結果を表 2 に示す。教
養を専攻する学生の上位 10 位は「19．白雪姫」、「38．
シンデレラ」、「45．赤ずきん」、「26．ヘンゼルとグレーテ
ル」、「34．ブレーメンの音楽隊」、「1．おおかみと七ひ
きの子やぎ」、「59．いばら姫」、「32．ラプンツェル」、「18．
かえるの王さま」、「56．金のがちょう」となっていた。11
位から20 位は「54．こびとと靴屋」、「6．金の鳥」、「57．
親指こぞう」、「25．星の銀貨」、「23．雪白とばら紅」、「39．
はちの女王」、「51．しあわせハンス」、「4．おどっておどっ
てぼろぼろになった靴」、「20．かしこいグレーテル」、「24．
七羽のからす」となっていた。保育を専攻する学生の
上位 10 位は「19．白雪姫」、「45．赤ずきん」、「1．お
おかみと七ひきの子やぎ」、「38．シンデレラ」、「26．ヘ
ンゼルとグレーテル」、「34．ブレーメンの音楽隊」、「59．
いばら姫」、「32．ラプンツェル」、「18．かえるの王さま」、
「54．こびとと靴屋」となっていた。11 位から20 位は「6．
金の鳥」、「56．金のがちょう」、「39．はちの女王」、「57．
親指こぞう」、「24．七羽のからす」、「60．てんじくねず
み」、「20．かしこいグレーテル」、「25．星の銀貨」、「27．
三人の糸つむぎ女」、「4．おどっておどってぼろぼろになっ
た靴」となっていた。
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かえるの王さま」、「26．ヘンゼルとグレーテル」、「28．『お
ぜんよ　したく』と金出しろばと『こん棒出ろ』」、「38．
シンデレラ」（ps<.05）については、教養専攻の学生の
認知度が保育専攻の学生を上回っていた。しかし、全
体平均で見ると、専攻による認知度に有意な差は認め
られなかった。
　これらの認知度に専攻による差があるかどうかを確認
するため、t 検定を行ったところ、62 作品のうち 7 作品
において有意差が見られた。「1．おおかみと七ひきの子
やぎ」（p<.05）については、保育専攻の学生の認知
度が教養専攻の学生を上回っていた。一方、「23．雪
白とばら紅」、「51．しあわせハンス」（ps<.01）、「18．
表１　専攻別に見た日本の昔話の認知度
全体 （N=324） 教養専攻（N=100） 保育専攻（N=224）
M SD M SD M SD t 値
1. 古屋のもる 1.06 .28 1.05 .30 1.06 .27 0.22
2. さるの生き肝 1.07 .31 1.09 .38 1.06 .27 -0.86
3. うぐいすの里 1.11 .34 1.12 .38 1.10 .32 -0.42
4. 犬とねことうろこ玉 1.02 .18 1.02 .20 1.02 .16 -0.10
5. みそ買い橋 1.04 .23 1.06 .31 1.03 .19 -1.19
6. うりひめ 1.34 .55 1.39 .59 1.32 .54 -1.15
7. こんな顔 1.08 .34 1.12 .41 1.07 .30 -1.31
8. さる地蔵 1.52 .65 1.45 .63 1.55 .65 1.27
9. 夢見小僧 1.18 .42 1.14 .35 1.20 .44 1.23
10. 舌切りすずめ 2.47 .68 2.41 .68 2.49 .68 0.98
11. たかにさらわれた子 1.20 .43 1.10 .33 ＜ 1.24 .46 2.76 **
12. 三人兄弟 1.11 .36 1.13 .42 1.10 .33 -0.77
13. 田の久 1.12 .37 1.14 .38 1.11 .36 -0.72
14. 地獄から戻った男 1.20 .45 1.14 .40 1.23 .47 1.69
15. じいさんとカニ 1.19 .48 1.27 .55 ＞ 1.15 .43 -2.16 *
16. おおかみの眉毛 1.06 .30 1.06 .31 1.05 .29 -0.18
17. こぶとりじいさん 2.61 .57 2.53 .61 2.65 .55 1.69
18. 風の神と子ども 1.14 .39 1.09 .32 1.16 .42 1.41
19. 歌い骸骨 1.05 .28 1.04 .28 1.05 .28 0.40
20. 大工と鬼六 1.24 .59 1.13 .46 ＜ 1.29 .63 2.34 *
21. 牛方とやまんば 1.24 .56 1.25 .56 1.24 .57 -0.19
22. つる女房 2.82 .55 2.85 .52 2.80 .56 -0.71
23. 朝日長者と夕日長者 1.15 .44 1.16 .44 1.15 .44 -0.16
24. かさじぞう 2.71 .10 2.65 .56 2.73 .49 1.33
25. 花さかじいさん 2.81 .44 2.76 .47 2.83 .42 1.41
26. みょうが宿 1.09 .35 1.10 .39 1.08 .32 -0.37
27. 三枚のお札 1.66 .83 1.60 .78 1.69 .85 0.88
28. 天道さん金のくさり 1.06 .31 1.05 .30 1.06 .32 0.22
29. 文福茶釜 1.80 .76 1.87 .72 1.77 .77 -1.13
30. 浦島太郎 2.93 .32 2.95 .26 2.92 .35 -0.79
31. 粟福米福 1.09 .33 1.12 .41 1.08 .28 -1.12
32. きつねとおおかみ 1.24 .50 1.31 .56 1.21 .47 -1.67
33. 聞き耳ずきん 1.14 .41 1.15 .46 1.14 .39 -0.23
34. サトリの化けもの 1.05 .28 1.08 .34 1.04 .26 -1.17
35. さるかに合戦 2.82 .44 2.77 .47 2.84 .43 1.38
36. 鳥のみ爺 1.05 .25 1.04 .24 1.05 .25 0.30
37. おんば皮 1.01 .16 1.02 .20 1.01 .13 -0.59
38. 鼻高たいこ 1.10 .40 1.08 .39 1.11 .40 0.58
39. 旅学問 1.02 .18 1.03 .22 1.01 .15 -0.79
40. 地蔵浄土 1.06 .26 1.04 .24 1.06 .26 0.73
41. うば捨て山 1.94 .81 2.04 .74 1.90 .84 -1.42
42. たにし長者 1.15 .43 1.20 .49 1.12 .40 -1.53
43. 旅人馬 1.07 .32 1.05 .30 1.08 .33 0.66
44. 雪女 2.02 .77 2.21 .69 ＞ 1.94 .78 -3.00 **
45. 貧乏神 1.33 .55 1.31 .49 1.33 .58 0.38
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表１　専攻別に見た日本の昔話の認知度（続き）
46. ねずみ経 1.09 .36 1.14 .45 1.07 .31 -1.60
47. うさぎとひきのもち争い 1.07 .34 1.05 .30 1.08 .35 0.86
48. はなたれ小僧 1.43 .59 1.34 .54 1.47 .61 1.89
49. ねずみ浄土 1.06 .29 1.06 .28 1.07 .30 0.19
50. なら梨とり 1.05 .31 1.05 .30 1.05 .31 0.10
51. 三つの願い 1.22 .52 1.22 .48 1.21 .53 -0.09
52. 天福地福 1.07 .30 1.04 .24 1.09 .33 1.25
53. かちかち山 2.65 .56 2.59 .55 2.68 .56 1.30
54. 足折れつばめ 1.12 .41 1.12 .41 1.13 .40 0.10
55. 食わず女房 1.15 .44 1.11 .37 1.16 .46 0.96
56. 運定めの話 1.02 .18 1.03 .22 1.02 .16 -0.55
57. とりつこうかひっつこうか 1.07 .34 1.07 .33 1.08 .34 0.15
58. 一寸法師 2.62 .58 2.65 .56 2.61 .60 -0.57
59. おっぽの釣り 1.09 .35 1.08 .34 1.09 .36 0.33
60. 和尚さんと小僧 1.45 .66 1.41 .64 1.47 .67 0.80
61. 桃太郎 2.97 .25 2.97 .22 2.96 .27 -0.19
62. まのいい漁師 1.06 .30 1.07 .36 1.05 .27 -0.58
63. 天人女房 1.07 .33 1.08 .37 1.06 .31 -0.45
64. おおみそかの火 1.04 .24 1.04 .24 1.04 .24 0.01
65. 手なし娘 1.06 .30 1.08 .37 1.04 .26 -0.98
66. 干支のはじまり 1.72 .88 1.79 .94 1.69 .85 -0.97
67. 若返りの水 1.32 .60 1.20 .51 ＜ 1.37 .63 2.38 *
68. 絵姿女房 1.09 .34 1.12 .41 1.07 .31 -1.19
69. 宝化け物 1.03 .20 1.03 .22 1.03 .19 -0.13
70. 団子むこ 1.02 .18 1.02 .20 1.02 .16 -0.10
71. 命のいずみ 1.09 .35 1.10 .41 1.08 .31 -0.37
72. はちかつぎ 1.08 .35 1.11 .42 1.06 .31 -1.14
73. わらしべ長者 1.88 .80 1.98 .84 1.83 .78 -0.32
74. かみそりぎつね 1.03 .23 1.04 .28 1.03 .20 -1.30
75. へっぷりよめさま 1.14 .48 1.19 .58 1.12 .42 -1.30
76. 運のよいなまけ者 1.04 .22 1.03 .22 1.04 .22 0.39
77. さる神たいじ 1.06 .28 1.06 .28 1.07 .28 0.21
78. 炭焼き長者 1.02 .18 1.03 .22 1.02 .16 -0.55
79. 仁王と賀王 1.04 .24 1.06 .28 1.03 .22 -1.00
80. ひたいに柿の木 1.04 .24 1.05 .26 1.04 .23 -0.50
81. ゆめの橋 1.02 .21 1.02 .20 1.03 .22 0.44
 　　　　　平均 1.41 .17 1.41 .18 1.41 .17 0.21
 ** p<.01   * p<.05
表２　専攻別に見たグリム童話の認知度
全体 （N=324） 教養専攻（N=100） 保育専攻 （N=224）
M SD M SD M SD t 値
1. おおかみと七ひきの子やぎ 2.69 .59 2.59 .67 ＜ 2.74 .54 2.07 *
2. おいしいおかゆ 1.13 .44 1.08 .31 1.15 .48 1.28
3. ホレおばさん 1.04 .26 1.03 .22 1.05 .27 0.62
4. おどっておどってぼろぼろになった靴 1.17 .46 1.21 .52 1.15 .43 -1.06
5. ルンペルシュティルツヘン 1.09 .34 1.10 .39 1.08 .32 -0.47
6. 金の鳥 1.53 .65 1.46 .64 1.57 .65 1.38
7. つぐみひげの王さま 1.04 .24 1.03 .22 1.04 .25 0.51
8. 熊の皮を着た男 1.09 .31 1.06 .28 1.10 .33 1.02
9. 鳴いてはねるひばり 1.02 .18 1.04 .24 1.01 .15 -1.21
10. ならずもの 1.07 .29 1.09 .32 1.06 .27 -0.93
11. マリアの子 1.09 .31 1.11 .35 1.08 .29 -0.67
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表２　専攻別に見たグリム童話の認知度（続き）
12. がちょう番の娘 1.10 .33 1.12 .36 1.08 .32 -0.88
13. みつけどり 1.02 .18 1.03 .22 1.01 .15 -0.79
14. ねことねずみのとも暮らし 1.06 .29 1.03 .22 1.08 .31 1.33
15. あわれな粉やの若者とねこ 1.04 .26 1.04 .24 1.04 .26 0.15
16. 貧乏人とお金持ち 1.12 .35 1.16 .39 1.10 .33 -1.35
17. みそさざいとくま 1.02 .18 1.02 .20 1.02 .16 -0.10
18. かえるの王さま 1.80 .81 1.95 .83 ＞ 1.74 .79 -2.23 * 
19. 白雪姫 2.93 .31 2.97 .22 2.92 .35 -1.35
20. かしこいグレーテル 1.18 .49 1.21 .56 1.17 .46 -0.68
21. 六人男世界をのし歩く 1.04 .25 1.06 .31 1.03 .22 -0.95
22. 十二人兄弟 1.07 .32 1.07 .33 1.08 .31 0.16
23. 雪白とばら紅 1.15 .32 1.24 .57 ＞ 1.10 .36 -2.62 **
24. 七羽のからす 1.22 .50 1.20 .49 1.22 .50 0.41
25. 星の銀貨 1.20 .48 1.28 .49 1.17 .47 -1.88
26. ヘンゼルとグレーテル 2.64 .56 2.74 .46 ＞ 2.60 .60 -2.10 *
27. 三人の糸つむぎ女 1.15 .43 1.14 .43 1.16 .44 0.41
28.
「おぜんよ、したく」と金出しろばと「こ
ん棒出ろ」
1.06 .32 1.12 .46 ＞ 1.04 .23 -2.21 *
29. 手なし娘 1.05 .28 1.07 .36 1.04 .24 -0.89
30. うさぎとはりねずみ 1.11 .40 1.09 .38 1.13 .42 0.72
31. ものしり博士 1.05 .27 1.04 .24 1.05 .28 0.40
32. ラプンツェル 2.14 .73 2.15 .72 2.13 .74 -0.23
33. 忠臣ヨハネス 1.08 .29 1.06 .28 1.09 .30 0.84
34. ブレ メーンの音楽隊 2.60 .63 2.63 .61 2.58 .64 -0.59
35. 森の家 1.05 .27 1.03 .22 1.06 .29 0.99
36. しらみとのみ 1.08 .33 1.11 .40 1.07 .30 -1.07
37. わらと炭とそら豆 1.07 .30 1.08 .34 1.06 .29 -0.59
38. シンデレラ（灰かぶり） 2.78 .60 2.90 .41 ＞ 2.73 .66 -2.44 *
39. はちの女王 1.30 .57 1.24 .45 1.33 .61 1.30
40. かれい 1.02 .17 1.02 .20 1.01 .15 -0.32
41. 死神の名づけ親 1.04 .26 1.06 .31 1.04 .23 0.33
42. いさましいちびの仕立て屋 1.03 .22 1.04 .28 1.03 .19 -0.48
43. 金の毛が三本ある悪魔 1.04 .23 1.04 .24 1.04 .22 0.03
44. マレ ンー姫 1.10 .41 1.14 .45 1.08 .39 -1.19
45. 赤ずきん 2.89 .41 2.87 .46 2.90 .39 0.67
46. 一つ目二つ目三つ目 1.11 .38 1.06 .31 1.13 .41 1.46
47. 三枚の鳥の羽 1.06 .30 1.04 .24 1.07 .32 0.88
48. 森の中の三人の小人 1.05 .26 1.05 .30 1.05 .25 -0.15
49. 青いあかり 1.02 .18 1.04 .24 1.01 .15 -1.19
50. かしこい百姓娘 1.04 .26 1.07 .33 1.03 .22 -1.24
51. しあわせハンス 1.12 .34 1.22 .42 ＞ 1.07 .29 -3.66 **
52. 千枚皮（ろばの皮） 1.07 .33 1.11 .40 1.06 .29 -1.31
53. 鉄のハンス 1.05 .23 1.07 .26 1.04 .22 -1.06
54. こびとと靴屋 1.63 .82 1.51 .81 1.70 .82 1.88
55. おいぼれズルタン 1.05 .27 1.04 .24 1.05 .28 0.28
56. 金のがちょう 1.56 .73 1.64 .79 1.52 .69 -1.30
57. 親指こぞう 1.28 .56 1.32 .60 1.26 .53 -0.85
58. 兄と妹 1.04 .24 1.06 .28 1.03 .21 -0.92
59. いばら姫（眠り姫） 2.48 .74 2.59 .70 2.41 .75 -1.95
60. てんじくねずみ 1.18 .46 1.19 .49 1.18 .44 -0.15
61. こわがることをおぼえに旅に出た男の話 1.03 .21 1.04 .24 1.02 .18 -0.71
62. ヨリンデとヨリンゲル 1.05 .24 1.06 .28 1.04 .22 -0.72
63. 漁師とおかみさんの話 1.05 .28 1.04 .24 1.05 .29 0.44
 平均 1.33 .17 1.33 .18 1.32 .17 -0.63
 ** p<.01   * p<.05
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３）読書体験
　子ども時代に「昔話を読んでもらった体験」を尋ねた
ところ、表 3のような結果となった。教養専攻の学生は「よ
くある」、「ときどきある」が最も多く、それぞれ 34％を占
めていた。保育専攻の学生は「ときどきある」が最も多
く31％、次いで「よくある」が 28％を占めていた。一方、
「自分で読んだ体験」について尋ねたところ、表 4 のよ
うな結果となった。教養専攻の学生は「よくある」が最
も多く33％、次いで「ときどきある」が 28％を占めていた。
保育専攻の学生は「ときどきある」が最も多く39％、次
いで「少しある」が 29％を占めていた。
　「自分で読んだ体験」については、教養専攻の学生
の場合、日本の昔話（r=.41, p<.01）、グリム童話（r= 
.35, p<.01）、それぞれに中程度の正の相関を示した。
子ども時代に自分で読んだ体験が多いほど、日本の昔
話とグリム童話の認知度が高いことを示している。保育
専攻の学生の場合も、日本の昔話（r=.15, p<.05）と
グリム童話（r=.16, p<.01）との間に有意な相関が認め
られたが、関連はごく弱いものであった。
　なお、教養専攻の学生であれ保育専攻の学生であれ、
日本の昔話の認知度とグリム童話の認知度には強い正
の相関が見られ（教養：r=.87, p<.01；保育：r=.80, p  
　各変数を 5 点満点として平均値を算出したとこ
ろ、「昔話を読んでもらった体験」は教養専攻の学生
でM=3.83 （SD=1.14）、保育専攻の学生でM=3.76 
（SD=1.01）となり、両者に有意な差は認められなかっ
た。一方、「自分で読んだ体験」については、教養専
攻の学生でM=3.81（SD=1.05）、保育専攻の学生で 
M=3.71（SD=0.95）となり、両者に有意な差は認めら
れなかった。
　子ども時代の読書体験が現在の昔話の認知度と関連
しているかどうかを調べるために、専攻別に相関係数を
算出した。教養専攻の学生については、「昔話を読ん
でもらった体験」と日本の昔話、グリム童話の認知度と
の間に、それぞれ弱い正の相関が認められた（日本：
r=.32, p<.01,グリム：r=.27, p<.01）。このことは、子ど
も時代に読んでもらった体験があるほど、日本の昔話、
グリム童話を認知していることを示している。一方、保
育専攻の学生については、グリム童話との関連は認めら
れず、日本の昔話との間に弱い正の相関が見られ（r= 
.17, p<.01）、子ども時代に読んでもらった体験があるほど、
日本の昔話を認知している傾向が示された。
<.01）、日本の昔話を知っている人ほどグリム童話も認知
していることが示された。また、「昔話を読んでもらった
体験」と「自分で読んだ体験」との間には、教養専攻
で比較的強い正の相関（r=.69, p<.01）、保育専攻で
中程度の正の相関（r=.46, p<.01）が認められ、子ど
も時代に読んでもらった体験が多い人ほど自分で読んだ
体験も多いことが示された。
考察
１）昔話の認知度
　日本の昔話で最もよく認知されている作品は、両専攻
において「桃太郎」となっていた。上位 10 位以内の
作品についても、順位に若干の違いはあるにせよ、「桃
太郎」、「浦島太郎」、「つる女房」、「さるかに合戦」、「花
さかじいさん」、「かさじぞう」、「一寸法師」、「かちか
ち山」、「こぶとりじいさん」、「舌切りすずめ」となっており、
両専攻で一致した結果が見られた。11 位から20 位に
ついては、「雪女」、「うば捨て山」、「わらしべ長者」、「文
福茶釜」、「干支のはじまり」、「三枚のお札」、「さる地蔵」、
「和尚さんと小僧」、「はなたれ小僧」の 9 作品が共通
表３　昔話を読んでもらった体験
全くなし ほとんどなし 少しある ときどきある よくある 不明 合計
教養専攻 度数 4 11 17 34 34 0 100
4.0% 11.0% 17.0% 34.0% 34.0% 0.0% 100.0%
保育専攻 度数 2 24 62 70 63 3 224
0.9% 10.7% 27.7% 31.3% 28.1% 1.3% 100.0%
表４　昔話を自分で読んだ体験
全くなし ほとんどなし 少しある ときどきある よくある 不明 合計
教養専攻 度数 1 11 27 28 33 0 100
1.0% 11.0% 27.0% 28.0% 33.0% 0.0% 100.0%
保育専攻 度数 4 17 65 88 47 3 224
1.8% 7.6% 29.0% 39.3% 21.0% 1.3% 100.0%
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していた。
　一方、グリム童話で最もよく知られている作品は、両
専攻において「白雪姫」となっていた。上位 10 位以
内の作品については、順位に若干の違いはあるものの、
「白雪姫」、「赤ずきん」、「おおかみと七ひきの子やぎ」、
「シンデレラ」、「ヘンゼルとグレーテル」、「ブレーメンの
音楽隊」、「いばら姫」、「ラプンツェル」、「かえるの王さま」
の 9 作品が共通していた。20 位以内の作品についても、
「こびとと靴屋」、「金の鳥」、「金のがちょう」、「親指
こぞう」、「星の銀貨」、「はちの女王」、「おどっておどっ
てぼろぼろになった靴」、「かしこいグレーテル」、「七羽
のからす」の 9 作品が共通していた。
　日本の昔話、グリム童話ともに、個々の作品の認知度
を比較すると、専攻による有意な差が若干見られたが、
全体平均で見ると差は認められなかった。以上のような
結果から言えるのは、専攻に関わらず、大学生（女子）
によく認知されている昔話は、ある程度共通性があると
いうことであろう。なお、今回は男子学生を対象とした
調査はできなかったため、その点の一般化可能性につ
いては今後の検討課題としたい。
　では、よく認知されている作品とそうでない作品の違
いはどこにあるのか。昔話と記憶の関連を探った
Norenzayan, Atran, Faulkner & Schaller（2006）
によれば、よく知られているグリム童話には、“minimally 
counterintuitive ideas”（予測を超える意外さをもつが、
それが過度でない）が含まれており、それが記憶のし
やすさ、ひいては認知度の高さにつながっているという。
彼らの挙げた 21 作品のうち、本研究で 20 位以内に入っ
た作品（両専攻のデ ターを合わせて再計算したもの。
表 2 の「全体」の列参照）と共通しているのは、「か
えるの王さま」、「ラプンツェル」、「ヘンゼルとグレーテル」、
「シンデレラ」、「赤ずきん」、「ブレ メーンの音楽隊」、「い
ばら姫」、「白雪姫」の 8 作品であった。一方、「兄と妹」、
「漁師とおかみさんの話」、「いさましいちびの仕立て屋」、
「ホレおばさん」、「金の毛が 3 本ある悪魔」、「つぐみ
ひげの王さま」、「ヨリンデとヨリンゲル」、「鳴いてはねる
ひばり」注 1　 、「がちょう番の娘」のように、日本の学生の
間では認知度が低い作品もあった。向田（2012a）で
も論じたが、翻訳作品の場合、各作品が当該文化圏で
どれほど紹介されているかによっても認知度が変化する
と思われる。
　また、Norenzayan et al.（2006）が “counterintuitive 
ideas” の一つとして挙げている「話をする動物」も、日
本の昔話では決してめずらしいものとは言えず（例えば、
「桃太郎」で家来となる犬、「浦島太郎」で浦島を連
れに来る亀、「つる女房」で最後に別れを告げる鶴、「か
ちかち山」のたぬきなど）、読み手に意外性や違和感
をもたらす可能性は低いと思われる。そのほか、日本
の「粟福米福」の内容はグリムの「シンデレラ」とほぼ
同じとされるが、前者についての日本の学生の認知度
は必ずしも高くない。昔話の認知度の高さと“minimally 
counterintuitive ideas”との関連については、今後も
慎重に検討を重ねていく必要があるだろう。
２）読書体験との関連
　子ども時代の読書体験の有無についても、教養専攻
の学生と保育専攻の学生に差は認められなかった。し
かしながら、過去の読書体験と現在の昔話の認知度と
の関連については、保育専攻の学生よりも教養専攻の
学生において強い傾向が見られた。保育専攻の学生
において関連が弱くなっていたのは、子ども時代の体験
のみならず、その後の大学での授業や実習体験によっ
て、認知度が左右されているためではないかと思われる。
一方、教養専攻の学生では強い関連が見られたことか
ら、保育専攻でない場合、子ども時代の読書体験が大
学生になった時の認知にも影響している可能性が伺える。
文化的遺産としての昔話をどう活用するか、あらためて
考えていく必要があるだろう。
注１：グリム童話の「鳴いてはねるひばり」の前半部分は、
フランスのボーモン夫人による「美女と野獣」とほ
ぼ同じ内容となっている。日本の読者には後者の
題のほうがなじみ深いと思われることから、質問時
に提示するタイトルを変えれば異なる結果が出たと
思われる。
＊本研究は平成 23 年度科学研究費基盤研究（C）（課
題番号 22530689）の助成を受けて行われた。
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